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《 国産大豆 》  
２１年産６月の落札状況 

平成２１年産国産大豆の６月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。それによる

と、上場数１８，６００．１トンで、落札が１，９３７．１トン、落札率が１０．４％という結果と

なりました。２０年産と比較すると落札率はやや下がり、平均落札価格も下がりました。 

（前年６月の落札率は１５％、前年６月の平均落札価格より６０ｋｇ／２９７円安値） 

また、５月と比較すると、落札率は、７．５ポイント低下したものの、平均価格は、６０ｋｇ／２

６７円高くなりました。これは高騰している愛知県産フクユタカが上場されて、全量落札となったか

らです。各銘柄ともわずかに下げているものの、東北では、岩手中粒ナンブシロメ、宮城中粒ミヤギ

シロメ、宮城大粒タチナガハ、秋田大粒リュウホウがやや上げとなっております。 

７月の入札も、１万９０００トン程度の上場予定となっております。 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１月    ３，９９６．８ｔ    １，２３７．２ｔ   ３０．９％ 

２月    ８，１２１．３ｔ    ２，３０７．６ｔ   ２８．４％ 

３月   １０，０５２．２ｔ    ２，６５７．６ｔ   ２６．４％ 

４月   １５，１０４．４ｔ    ４，２４９．６ｔ   ２８．１％ 

５月   ２０，３６１．４ｔ    ３，６４４．５ｔ   １７．９％ 

      ６月   １８，６００．１ｔ    １，９３７．１ｔ   １０．４％        

累計   ７６，２３６．２ｔ   １６，０３３．６ｔ   ２１．０％ 

２２年産東北大豆生育状況 

田植え作業の遅れや５／末の降雨の影響により、播種作業が遅れ気味の地域もありましたが、一部地

域を除いて播種は終了し、７／１現在の生育ステージは出芽期～本葉４葉期となっています。 

青森県―――日照時間は平年並からやや下回ったが、気温が高く推移したため、草丈、主茎長、葉数 

      は平年を上回っている。 

岩手県―――出芽、生育は順調である。 

宮城県―――５／下旬から播種作業が始まり、７／上旬に作業が終了する見込みである。 

播種後の適度な降雨により、発芽はほぼ順調である。一部地域で水稲作業の遅れや降雨 

等により播種の遅れがみられた。 

秋田県―――田植え作業の遅れや５／下旬及び６／４半旬以降の降雨により、播種作業は平年に比べ 

て遅れて推移した。出芽までにはやや時間を要したが、出芽後の生育は概ね順調である。 

山形県―――大豆の播種は、５／２７頃から始まり、県全体の盛期は６／７頃で、平年より４日程度 

の遅れとなった。出芽は概ね良好である。 

福島県―――播種作業は６／中旬でほぼ終了。一部、小麦後の栽培で播種が終わっていない。出芽は 

       概ね良好である。６／５半旬以降の降雨により一部、湿害、出芽不良が見られており、 

今後の天候次第では湿害の影響が懸念される。（東北農政局 豆だより４４号より抜粋） 
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２

《 米国産大豆 》 

大豆生産高増加 

アメリカ農務省は、７／９に‘１０／１１年産の世界の大豆生産予想を２億５１２９万トンと発表

し、前回比１３６万トン増産の見込みとなりました。これは、主にアメリカで９６万トンの増産とな

ったからです。（主な国の生産量予想 アメリカ９１０４万トン、ブラジル６５００万トン、アルゼン

チン５０００万トン、中国１４６０万トン） 

‘１０年産大豆作付増加 

 アメリカ農務省は、６／３０に‘１０年の米国農産物作付予想を発表しました。それによると 

大豆の作付面積は、前年比約１．８％増の７８８６万８０００エーカーとなり、史上最高記録を更新す

るものと思われます。（３月末意向調査時 ７８０９万８０００エーカー） 

１エーカー ＝ 約０．４ヘクタール  

‘１０年産ＧＭ大豆作付増加 

アメリカ農務省は、６／３０に‘１０年の米国ＧＭ大豆の予想作付比率を発表しました。それによ

ると、作付比率は、前年比２ポイント上昇して、９３％と拡大しました。 

 

《 トピックス 》 
中国出張報告 

＜視察期間 ２０１０年 ６／１４～６／１９＞ 

 

春先（４月）の天候は低温多雨傾向にあり、トウモロコシの作付けが減少し大豆の作付けが 

増加するという結果となっております。 

作付面積の統計結果は出ておりませんが、現地の状況から概ね５％程は増加傾向となっており、 

２０１０年産の最終収量は１５００万トンに達すると思われます。 

現在の作柄は適度な雨と適度な温度に恵まれ、ベストな天候状況から非常に良い作柄状況となっ 

ております。ただ例年と比較し、作付けが２週間ほど遅れた内容となっておりますので、播種が 

遅れた大豆の収穫が収量低下の原因になる恐れが懸念材料として上げられます。 

 


